
　
「
平
成
30
年
内
子
町
成
人
式
」
は
１

月
７
日
、
内
子
町
共
生
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
平
成
９
年
４

月
２
日
～
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

１
７
２
人
で
、
そ
の
内
１
４
５
人
が
式

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
稲
本
隆た

か
と
し壽
町
長
が「
内
子

町
が
合
併
し
て
13
年
と
い
う
時
間
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
土
壌
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
町
民
が
一
丸
と
な
っ
て
発
展

を
願
い
、
積
み
重
ね
た
年
月
で
あ
り
ま

す
。
内
子
町
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
大
切
に
さ
れ
て
き
た
宝
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
内
子
町
の
ま
ち
づ
く
り

に
皆
さ
ん
の
若
い
力
を
大
い
に
発
揮
し

て
、
そ
の
宝
を
光
り
輝
く
も
の
に
し
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
新
成
人
を
代
表
し
て
大
森

凜
太
郎
さ
ん
が
、「
つ
ら
く
苦
し
い
と
き

も
、
豊
か
な
自
然
と
温
か
い
人
情
に
あ

ふ
れ
た
ふ
る
さ
と
内
子
町
を
思
い
出
し
、

自
ら
を
成
長
さ
せ
た
い
。
感
謝
の
気
持

ち
と
内
子
町
で
育
っ
た
と
い
う
誇
り
、

今
日
の
決
意
を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
力
強
く
歩
ん
で
い
く
」と
新
成

人
の
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
和
太
鼓
演
奏
や
記
念
品

の
贈
呈
、
中
学
時
代
の
恩
師
か
ら
の
お

祝
い
と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
は
、
未
来
を
担
う
大

人
の
責
任
と
自
覚
を
胸
に
、
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
開
設

城
の
台
公
園
こ
ど
も
の
広
場
オ
ー
プ
ン

岡
田
巳
宣
さ
ん
が
名
誉
町
民
に

小
田
町
夏
季
大
学
の
講
師
に
永
六
輔
さ
ん

内
子
笹
ま
つ
り
40
周
年
・
笹
踊
り
新
曲
発
表

町
民
体
育
館
が
完
成

内
子
駅
前
広
場
が
完
成

内
子
座
で
市
川
團
十
郎
と
新
之
介
が
競
演

’97 年
11月 10月 ８月 ７月 ５月 ４月

消
費
税
が
３
㌫
か
ら
５
㌫
に

指
名
手
配
犯
・
福
田
和
子
を
時
効
20
日
前
に
逮
捕

イ
ギ
リ
ス
・
ダ
イ
ア
ナ
妃
が
パ
リ
で
事
故
死

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
が
ｗ
杯
初
出
場
を
決
め
る

地
球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
で
京
都
議
定
書
を
採
択

郵
便
番
号
が
５
桁
か
ら
７
桁
に

長
野
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

’98 年 ’97 年
２月 12月 11月 ８月 ７月 ４月

日
本
・
世
界
の
出
来
事

内
子
町
の
出
来
事

内子地区代表
大宇根史

ふみあき

顕さん＝内子18第2＝

小田地区代表
本田侑

ゆ う か

香さん＝立石＝

五十崎地区代表
吉本和

わ か な

佳奈さん＝藤社＝

大瀬地区代表
若宮夏

な つ き

希さん＝和田＝

進むべき道を決めあぐねて
いますが、今日生まれ育った
内子町に帰り、改めて身近な
人々とのつながりの大切さを
感じています。グローバル化し
た社会の中でも、彼らとの情
報共有を大切にして、自分の
考えを固めていきたいです。

グルーバル化した社会だか
ら人とのつながりが大切

進学で内子町を離れ、ふるさ
とを思う気持ちが大きく膨ら
んでいます。自然や文化の豊
かな環境、地域コミュニティの良
さなど、本当に素晴らしい町
です。この良さをずっと守れ
るよう、地元や社会に貢献で
きる大人に成長したいです。

素晴らしいふるさとを
ずっと守り続けたい

誓いの言葉を述べた
大森凜

り ん た ろ う

太郎さん＝岡第２＝

意見発表をした新成人の皆さん

内子町
平成３０年

【写真の説明】1.2_晴れやかな着物姿と爽
やかな笑顔で取材に応えてくれた新成人の
皆さん　3_恩師の懐かしい話に思わず笑
顔　4_代表で記念品を受け取る田丸瑞希
さん　5_にっこりでパシャり。会場では記
念撮影で大忙し　6_若さあふれる新成人
の皆さん　7_娘の成長に顔がほころぶお
父さん　8_記念の集合写真撮影では、保護
者も一緒になって大撮影会。一生の宝物

 
 

 

４月からブライダルプランナーと
して、結婚する皆さんの幸せ
の第一歩をお手伝いします。
いつか内子町ならではの結婚
式を企画して、さらに幸せと
笑顔があふれる町にするのが
夢です。たくさんの経験を重
ねて夢を実現したいです。

ブライダルの仕事の経験を
積んで地域に貢献したい

大好きなダンスの道に進みま
した。厳しいレッスンにも笑顔
は忘れないようにしています。
オーディションに合格するのは
難しいですが、あきらめずに
挑戦したいです。いつか私の
ダンスで観客に元気と感動を
与えられるよう頑張ります。

夢が現実になるまで、あき
らめずに挑戦し続けたい

新
成
人
の
皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た

１
９
９
７
年
（
平
成
９
年
度
）

の
主
な
出
来
事
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